
■養成所ニュースプラス第 25 号 2025□■ 

 10 月 24 日は国連が発足して 80 年目の記念日、「国連デー」でした。グテーレス国連事務総長はメッセージの中で「国

連は、単なる機関ではありません。国境を越え、大陸を結び、世代を超えて人々を鼓舞する、「生ける約束」なのです。」

と述べ、激化する紛争、気候カオス（大混乱）、制御不能なテクノロジー、そして国連組織の基盤そのものに対する脅威に

「臆して後ずさりする時ではありません。」と訴えます。社会的結束を中核の任務とするソーシャルワーク専門職への期待

は大きいといえます。 

 Plus Quiz は、「社会学と社会システム」から「都市化の理論」を取りあげます。選ばなかった選択肢のどこを直せば適

切になるか、合わせて考えてください。 

 

■Plus Quiz・・・・・ 

【第 33 回問題 16】都市化の理論に関する次の記述のうち、最も適切なものを 1 つ選びなさい。 

１．フィッシャー（Fischer, C.）は、都市の拡大過程に関して、それぞれ異なる特徴を持つ地帯が同心円状に構成されて

いくとする、同心円地帯理論を提起した。 

２．ワース（Wirth, L.）は、都市では人間関係の分節化と希薄化が進み、無関心などの社会心理が生み出されるとする、

アーバニズム論を提起した。 

３．クラッセン（Klaassen, L.）は、大都市では類似した者同士が結び付き、ネットワークが分化していく中で多様な下位

文化が形成されるとする、下位文化理論を提起した。 

４．ウェルマン（Wellman, B.）は、大都市では、都市化から郊外化を経て衰退に向かうという逆都市化（反都市化）が発

生し、都市中心部の空洞化が生じるとする、都市の発展段階論を提起した。 

５．バージェス（Burgess, E.）は、都市化した社会ではコミュニティが地域や親族などの伝統的紐帯（ちゅうたい）から

解放されたネットワークとして存在しているとする、コミュニティ解放論を提起した。 

 正答と解説は最後に記載してあります。 

 

■Yoseijo Info・・・・・ 

・（36 期生）住所変更後、変更届を提出していない場合はご提出ください。 

・（36-37 期生）教育訓練給付制度（専門実践教育訓練）の支給希望の方へ 

 申請書類一式は原則として、再発行はできませんので、お取り扱いにはご注意ください。 

 本養成所からの申請書類発行のため、「受給資格者証と公的身分証明書のコピーの提出」及び「レポートの提出」「スク

ーリングへの出席」「授業料の納入」が必須となります。 

※本養成所受講認定基準を満たす支給希望者には、10 月末日付けで、支給申請書類一式を発送いたします。 

 お手元への到着は 11 月上旬頃の予定です。今しばらくお待ちください。 

・受講の手引の表紙裏（表紙の次のページ）に“レポート作成・提出チェックリスト”があります。 

 レポートの作成・提出の前に必ず確認してください。 

 

■Test Info・・・・・ 

 国家試験に関する情報をお届けします 

・第 38 回国家試験は、令和 8 年 2 月１日（日）です。 

 詳しくはこちら→https://a02.hm-f.jp/cc.php?t=M1603131&c=3246&d=99c7 

・日本ソーシャルワーク教育学校連盟主催の全国統一模擬試験のご案内です。 

 詳しくはこちら→https://a02.hm-f.jp/cc.php?t=M1603132&c=3246&d=99c7 

※申し込み受付期間は終了しています。 

・本養成所では、受験対策講座の一環として「受験対策のポイントを中心とするガイダンス」を web にて公開していま

す。 



 また、新たに保護観察官による「更生保護出張講座」を公開しました。 

 アクセスするための URL やパスワード等のお知らせは、養成所ニュースプラス第６号配信時に PDF データを添付して

おりますので、確認のうえぜひ受講してください。 

 URL はこちら→https://a02.hm-f.jp/cc.php?t=M1603133&c=3246&d=99c7 

 

■Plus Info・・・・・ 

 その他の情報をお届けします 

・日本知的障害者福祉協会では様々な情報を発信しております。 

 詳しくはこちら→https://a02.hm-f.jp/cc.php?t=M1603134&c=3246&d=99c7 

 

■Back Number・・・・・ 

 過去のバックナンバーはこちら→https://a02.hm-f.jp/cc.php?t=M1603135&c=3246&d=99c7 

 

■Plus Column・・・・・ 

 年末まで休載します。 

 

【Plus Quiz・・・・・正答と解説】 

 社会学と社会システムは、繰り返し出題されている基本的な項目を取りこぼさないようにしたいものです。37 回でも、

社会集団や差別と偏見、そして今回取り上げた地域・都市化が出題されています。出題基準の中項目でいうと、「社会シス

テム」「社会変動」「地域」「世代」等は過去問を繰り返すことで対策ができると思います。 

 37 回から出題基準に加わった「災害と復興」では、早速、今回「レジリエンス」が出題されました。「地域福祉と包括

的支援体制」でも扱われている内容です。効率的に準備しましょう。同じく「自己と他者」は、皆さんが１学期に取り組

んだレポート２の課題です。クーリーの自己概念、ミードの主我（I）と客我（me）について覚えていますか。「グローバ

リゼーション」も加わった中項目です。過去に出題がないため、受験参考書の掲載量が多くありません。テキストの第２

章第４節で赤太文字を押さえておくこと、国境を越える移動について医療・福祉分野の外国人人材の動きを理解しておく

ことをお勧めします。 

 今回のような人物とその実績を結び付けるような問題は、理解しようとしてもなかなか難儀なのではないでしょうか。

今回は選択肢の正しい文章から、人物名だけ入れ替えて問題が作られています。作問方法を知っておくのも問題の攻略に

なります。また、人物名は、試験の直前に覚え込むというのも作戦です。 

 

１．×同心円地帯理論を提起したのはフィッシャーではなく、バージェスです。都市中心部から推移地帯、労働者居住地

帯、住宅地帯、通勤地帯へと五重の円で地域を捉えました。都市中心部と推移地帯は人々が地域に愛着を持てず、非行や

犯罪等社会解体要素が特に多い地域であり、中心から遠ざかるほど社会解体の要素の割合が少なくなるモデルです。 

２．〇ワースは、都市化が進む背景には、人口の規模、密度、異質性があると捉え、その特徴的な生活様式をアーバニズ

ムと呼びました。アーバニズムには、親族や近隣との結合の弱体化、無関心や主体性の喪失、個人主義、匿名性等があり

ます。 

３．×下位文化論を提起したのはクラッセンではなく、フィッシャーです。大都市では人口が集中し、自分と似たタイプ

の人と結びついてネットワークが多く形成され、それに伴い多様な下位文化が生み出されるとしました。 

４．×都市の発展段階論を提起したのはウェルマンではなく、クラッセンです。都市は、周辺から中心部へ人口流入する

都市化の段階→中心部から郊外へ人口流出する郊外化の段階→中心部だけでなく郊外からも人口流出する逆都市化の段階、

都市機能が縮小低下→再び中心部に人口流入し再都市化の段階に入ります。 

５．×コミュニティ解放論を提起したのはバージェスではなく、ウェルマンです。都市化社会では、人と人の絆は地域と

いう空間に制約される必要はなく、分散的なネットワークの形で広域的に存在し続けるとしました。 



 

 

 

※掲載内容の転載・再配布はご遠慮ください。  

※メール内容に対する個別の対応は行っておりません。 

※問い合わせ等については社会福祉士養成所ホームページより行えます。 
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